
問 

　

国
民
年
金
の
支
給
額
を

０
・７
％
下
げ
ら
れ
る
と
、

高
齢
者
が
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
る
。
市
民

が
、
汗
水
流
し
て
苦
労
し

な
が
ら
永
年
に
わ
た
り
税

金
や
年
金
を
払
い
、
老
後

生
計
の
た
め
に
国
民
の
義

務
を
果
た
し
て
き
た
苦
労

の
結
果
が
、
掛
け
金
無
し

の
生
活
保
護
費
よ
り
４
割

く
ら
い
少
な
い
６
万
円
程

度
の
国
民
年
金
額
で
は
老

後
の
生
活
が
厳
し
く
な
る

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

は
。

答 

　

４
月
に
施
行
さ
れ
る
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
専
門
職
員
を
配
置

す
る
。
専
門
職
員
を
配
置

し
て
、
こ
の
新
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
相
談
支
援
体

制
を
一
層
充
実
さ
せ
、
福

祉
部
門
の
み
な
ら
ず
関
係

部
署
や
他
団
体
と
の
更
な

る
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

細川　幸男 議員
（無会派）

一括質問方式

問 

　

当
市
の
放
射
能
被
害

は
、
し
い
た
け
、
牧
草
、

野
生
動
物
に
被
害
が
あ
っ

た
が
、
人
身
に
は
影
響
な

く
、
事
故
当
時
は
、
市
は

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
懸
命
に
働
い
て
い
る

と
聞
き
、感
謝
し
て
い
た
。

し
か
し
、事
故
か
ら
３
年
、

今
年
の
２
月
23
日
の
聞
き

取
り
調
査
の
際
に
は
、
事

故
当
時
の
真
剣
な
取
り
組

み
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
現
状
の
聞
き
取
り
の

中
で
は
、「
他
の
地
区
で

は
癌
の
発
生
が
増
え
て
い

る
と
聞
く
が
、
本
市
で
は

放
射
能
汚
染
と
因
果
関
係

は
な
い
か
」と
尋
ね
る
と
、

「
被
害
届
が
な
い
」「
市
が

調
査
す
る
義
務
、
責
務
は

な
い
」「
他
市
町
村
も
調

査
は
行
わ
な
い
」
等
、
他

市
町
村
の
事
例
で
判
断
し

た
よ
う
な
回
答
で
あ
っ
た

が
、
市
長
の
考
え
は
。

答 

　

放
射
能
汚
染
対
策
に
つ

い
て
は
、
市
長
を
本
部
長

と
す
る
対
策
本
部
を
設
置

し
、
全
庁
を
あ
げ
て
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
議

会
で
も
放
射
能
汚
染
対
策

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
い
る
。
現
在
の
空
間

放
射
線
線
量
は
、
国
の
基

準
を
大
幅
に
下
回
り
、
規

制
解
除
に
向
け
た
除
染
作

業
を
実
施
す
る
。

問 

　

効
率
性
、
経
済
性
、
市

場
原
理
を
追
及
す
る
今
の

国
の
農
政
は
、
中
小
零
細

農
家
の
切
り
捨
て
に
つ
な

が
り
、
特
に
中
山
間
地
の

農
地
の
荒
廃
を
招
き
、「
永

遠
の
日
本
の
ふ
る
さ
と
遠

野
」
の
農
村
環
境
や
景
観

の
保
全
に
大
き
な
影
響
が

出
て
来
る
と
思
わ
れ
が
、

そ
の
認
識
は
。

答 

　

農
業
は
「
い
の
ち
の
産

業
」
で
あ
る
。
国
の
一
律

の
政
策
は
い
か
が
な
も
の

か
。
成
長
産
業
と
し
て
足

腰
の
強
い
攻
め
の
「
産
業

政
策
」
と
、
地
域
特
性
を

生
か
し
多
面
的
機
能
の
維

持
や
国
土
保
全
を
図
る
た

め
の
「
地
域
政
策
」
と
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

仕
組
み
や
フ
ォ
ロ
ー
が
必

要
と
感
じ
て
い
る
。

問 

　

中
山
間
地
の
農
地
の
ダ

ム
湖
的
淡
水
機
能
を
は
じ

め
と
す
る
、
多
面
的
機
能

の
果
た
し
て
い
る
役
割
の

認
識
は
。

答 

　

中
山
間
地
域
の
農
用
地

は
、
農
作
物
の
生
産
環
境

の
場
の
み
な
ら
ず
、
洪
水

の
防
止
や
水
源
の
涵
養
、

土
壌
浸
食
の
防
止
、
大
気

の
浄
化
、
美
し
い
農
村
環

境
の
保
全
な
ど
多
く
の
機

能
を
有
し
、
重
要
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

国
民
年
金
支
給
額
減
額
は
、

老
後
破
綻
の
要
因
に
な
ら
な
い
か

生活困窮者のための自立生活相談窓口が設置されます

問 

　

本
市
に
お
け
る
「
奨
学

金
貸
与
制
度
」
の
中
で
、

高
校
生
の
授
業
料
の
無
償

化
に
伴
う
奨
学
金
貸
与
の

現
状
や
課
題
は
。

答 

　

高
校
生
へ
の
奨
学
金
制

度
は
月
額
１
万
５
千
円
以

内
と
な
っ
て
い
る
が
、
最

近
の
実
績
は
平
成
21
年
度

４
名
、
平
成
22
年
度
及
び

23
年
度
は
各
１
名
、
平
成

24
年
度
か
ら
今
26
年
度
に

つ
い
て
は
申
請
が
な
い
。

　

授
業
料
の
無
償
化
で
、

高
校
生
へ
の
奨
学
金
の
貸

与
に
つ
い
て
は
見
直
し
の

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

問 

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
遠

野
」
の
施
策
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
生
活
困
窮
世
帯

等
へ
の
高
校
生
に
、
奨
学

金
か
ら
返
済
義
務
の
な
い

就
学
援
助
費
制
度
の
創
設

を
提
案
す
る
。

答 

　

国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、｢

子
育
て
す

る
な
ら
遠
野
推
進
本
部
」

で
支
援
制
度
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
お
り
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
機
会
均
等
を
図
る
よ

う
、
支
援
策
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

瀧本　孝一 議員
（市民クラブ）

一問一答方式

高
校
生
へ
の
就
学
援
助
費

制
度
の
創
設
を
期
待
す
る

放射能汚染対策の
状況について

中小零細農家の保護と
農村景観保全をいかに

【その他の質問】
○ 生活困窮者自立支援制
度の取り組みと学習支
援等について

中山間地の農地を維持管理する水稲
の共同防除作業

農村景観を維持する水田の法面の草
刈り作業

19 18とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


